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1．子どもたちを取り巻く状況の変化

遊びの変化

コミュニケーションの変化

習い事などで
の忙しさ

不登校
いじめ

暴力行為など
の行動化

生活環境
の変化

災害

疫病

戦争

不確実な
時代



2．現代の子どもたちを取り巻く問題
（令和4年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上

の諸課題に関する調査結果より）

https://www.mext.go.jp/content/20231004-mxt_jidou01-100002753_2.pdf



2．現代の子どもたちを取り巻く問題
（2020年ユニセフ報告書「レポートカード16」
先進国の子どもの幸福度をランキング日本の子どもに関する結果）

https://www.unicef.or.jp/report/20200902.html



３．社会情緒的（非認知）スキル
ソーシャル・エモーショナル・スキル（SES）への注目

SESを教育で育てていくことが必要！
問題に事後対応するのではなく、

予防が重要！

SES↑

学歴・所得・成績
Well-being（幸福感）
メンタルヘルスの向上
いじめ経験の減少 など



４．ソーシャル・エモーショナル・ラーニング

Collaborative for Academic, Social, and Emotional Learning
（CASEL）

が提唱する、SESを育成する体系的なフレームワーク

「すべての青少年と成人が，アイデンティティを健全に発達させ，感情
をマネジメントし，個人及び集団の目標を達成し，他人に共感し，思い
やりを示し，支え合う人間関係を築き，維持し，責任ある決断をするた
めの知識・スキル・態度を習得し，それを応用するプロセスである」
（CASEL，2020）

★生徒指導提要の改訂（文部科学省，2022）

SELは、生徒指導上の課題に対応するための

「社会性の発達を支援するプログラム」として実施の推奨

効果があるプログラム
を紹介している！



５．SELの5つのコア・コンピテンス

自己の理解

自己
マネジメント他者の理解

対人関係

責任ある
意思決定

地域
家庭
学校
教室

CASEL’S SEL 
FRAMEWORK



日本におけるSELの実践例：「みらいグロース」https://mirai-growth.jp/



６．日常でSESを育てるには

「感情」への注目・「感情力」を育てる

今の気持ちは？ 自分の感情
への気づき

相手の感情
への気づき

相手の感情
も大切にできる

自分の感情を
コントロール

支え合う
人間関係

責任ある
意思決定

まずは、ここ！
感情に気づかせる
感情を表現させる



６．日常でSESを育てるには

TRY！感情、気持ちを表す言葉を思いつくだけ挙げてみましょう！



Yale大学ムードメーカー



渡辺（2024）



やばい
うざい

大人が感情を代弁してあげること！
↓

子どもの感情のボキャブラリーを増やす

全ての感情が大切！
周りの大人が、

子どものこれらの感情
を大切に取り扱って
あげることで、

子どもの「感情力」が育つ

若者は若者で言葉を作っている
キュンです チル

エモい
ワンチャン



６．日常でSESを育てるには

「今、この瞬間」に気づく力・集中する力(マインドフルネス)を育てる

自分の感情
への気づき

相手の感情
への気づき

相手の感情
も大切にできる

自分の感情を
コントロール

支え合う
人間関係

責任ある
意思決定

今の気持ちは？

今、この瞬間の気持ちや状態に
気づくことで、

自分をコントロールできるようになる



マインドフルネス
「今、この瞬間の体験に意図的に意識を向け、 評価をせずに、
とらわれのない状態で、ただ観ること」

観る＝見る、聞く、嗅ぐ、味わう、触れる、さらにそれらによって
生じる心の働き



ポリヴェーガル理論

◦ https://www.nhk.or.jp/minplus/0026/topic049.html

「活発モード」
エネルギッシュ

生き生き

「闘争・逃走モード」
過覚醒 怒る
争う 攻撃

パニック 逃げる

「安心・安全モード」
おだやか リラックス
安心 安全 平和
社会的つながり

「休息・消化モード」
ぼーっと ゆっくり

「凍りつきモード」
抑うつ 低覚醒

固まる
凍りつく 解離

マインドフルネスで
この状態に戻す



TRY！

①触覚への気づき

②音への気づき

③呼吸への気づき

「5つ数えなら吐いて、吸って」

子どもたちと一緒にぜひ！

食事の最初の一口、1分でもいいので、「じっくり味わって食べる、
飲む」

ご飯のお米一粒一粒をまずじっくり見る

においを嗅いでみる

ゆっくり口に入れて、舌で感触を確かめる

ゆっくり噛んで、じっくり味わう
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周りの大人の豊かな心で、

子どもの感情に寄り添い、

丁寧に対応すると、

子どもの豊かな心が育つ

ご清聴ありがとうございました
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